
 

 1 / 10 
 

国際ロータリー第 2770 地区 第 11 グループ 
川口/鳩ヶ谷武南ロータリークラブ週報 
 

2022/8/3（⽔）12:30 点鍾 第 1737 回例会＠鳩ヶ⾕ロータリーセンター 
 

会⻑ ⼭崎真之介 ／ 幹事 平井利和 
広報・クラブ会報委員⻑  鈴⽊尹宏 

 

 
会長挨拶／会長 山崎真之介 

 
 感染爆発のコロナ第７波
と猛暑で大変厳しい夏を迎
えておりますが、皆さん大丈
夫でしょうか。くれぐれも体
調管理にご留意いただき、お
盆明けの次回例会にお会いできることを楽しみ
にしています。 
 私事で恐縮ですが、今日は私の生い立ちにつ
いて少しお話させていただきたいと思います。 
 私は昭和57年5月6日生まれの40歳になり
ます。秋田県能代市出身の父親 友久と、青森
県八戸市出身の母親 国子のもとに長男として
誕生しました。 
 両親の出会いは仕事を求めて上京後、当日ア
パレルメーカーに勤務していた父親が、デパー
トのマルイに営業回りしていた際に、父親の同
期がエレベーターガールをしていた母親をナン
パし、後日開催されたコンパが始まりだったそ
うです。私が女性と話すのが苦手なのは、この両
親の反面教師からなのかもしれません。 
 真之介という名前は父方の祖父が付けてくれ
ました。まだ小学生低学年の頃、命名の理由を
直接祖父に聞いたことがあり、『昔のスーパーヒ
ーローの名前だよ』と教えられたことを今でも 

 
はっきりと覚えています。 
 秋田で校長先生をされていた祖父が、幼い私
に機転を効かせて選ばれた答えだったんだと思
いますが、当時の私にはそれがとても強烈なイ
ンパクトを与え、今でも心の中に“スーパーヒー
ローであれ”と訓示として刻まれています。日頃
から何かに取り組む際はこの訓示が頭をよぎり、
今でも行動指針になっており、たった一言で人
生指針を示してくださった祖父には感謝の念が
絶えません。 
 皆さんにも一緒にスーパーヒーロー戦隊とな
っていただき、楽しく充実した一年とさせてい
ただければ幸いです。 
 

 
理事会・幹事報告／幹事 嶋田悟志 

 

 
理事会報告 

 

① 11 グループ合同奉仕活
動フードパントリーにつ
いて遠藤社会奉仕委員
長から報告いただき、10
月の他団体との寄贈に
合わせて、お中元だけでなくニーズのあるも
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のを購入し、寄贈することとなりました。改
めて理事会で予算組みをしたいと思います。 

② 会員増強に係るクラブ内行事、同好会の確認
と発信について小林増強委員長から報告が
あり、アプローチリストなどを活用し、増強
に努めていくとの方針となりました。 

③ スリランカ梯子車進捗について平井直前会
長より現状報告がありました。スリランカの
情勢的には非常に難しい状態です。浦和北東
RCの方と打ち合わせがありますので改めて
報告いたします。 

④ 姉妹クラブの対応について平井国際委員長
より報告があり、李氏（メディケン様）と連
絡が取れ、9 月 7 日の例会に参加すること
となりました。コロナの状況によっては歓迎
会を行いたいと思います。 

⑤ ガバナー公式訪問について山崎会長からの
提案として、例会場では手詰まりのため、以
前の例会場でもあった東川口の店舗で行う
ことで承認いただけました。 

⑥ 8 月、9月の例会プログラムですが、岡田プ
ログラム委員長から発表があり、承認いただ
けました。 

 

 
幹事報告 

 
l 地区より 8 月 21 日の社会奉仕部門、職業
奉仕部門のセミナーが来ております。いずれ
も遠藤委員長ですが、日時が被っているため、
遠藤委員長は職業奉仕に、布施会員は職業
奉仕に参加することとなりました。 

l 2024-26 年度 RI 理事を選出する第 2 ゾー
ン指名委員会への推薦として公式推薦書式
が来ております。パストガバナーでなければ

推薦できません。推薦したい方がいる場合は
お声掛けください。 

l 伊藤ガバナー補佐より11グループ合同奉仕
活動について連絡が来ております。フードパ
ントリーの今後の流れ、また担当者の設定に
ついてです。社会奉仕委員長の遠藤会員に担
当者になっていただきました。 

l 富士登山同好会事務局より富士登山中止の
お知らせが来ております。周くんも参加予定
でしたので残念です。 

l ローターアクト第１回会長幹事会ハイブリ
ッド形式での案内が来ております。8月 20
日 14時点鐘です。参加されたい方は 8月 7
日までに申し込みが必要なので申し出てくだ
さい。 

l 久喜RCから 9月 15日創立 50周年記念チ
ャリティゴルフコンペのご案内が来ておりま
す。8月 19迄の申し込みとなります。 

l 細淵ガバナーより新型コロナウィルスの新規
感染者拡大についての注意が来ております。
例会など対面で開催を禁止するものではあ
りませんがハイブリッドを推奨しています。
また 5 人以上のアルコールを伴う会食、懇
親会は禁止するとのことです。 

l 第 34 回インターアクト年次大会の ZOOM
変更のお知らせが来ております。ヤングケア
ラーについてお話しいただけますが、セレモ
ニーや時間配分、ZOOMの入室情報は追っ
て連絡が来るようです。 
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米山奨学金贈呈 

 

 

 
 
 
 

 
委員会報告 

 
●国際奉仕委員会 平井利和委員長 
【スリランカはしご車進捗

について】 
 はしご車寄贈の進捗情報
について皆様にお知らせ致
します。 

  政府がデフォルト状態という事もあり、外国
からの支援のあるプロジェクト以外の分野につ
いては、交渉中の IMFの支援が始まる事が待た
れます。また、現状で旧政権の大臣が暫定内閣を
構成していますが、正式な大臣と事務次官が大
統領から指名される事も大切なステップとなり
ます。 
 リクエストレターの準備はできていて、担当
省の新しい事務次官が決まり次第、レターを発
出したい意向との事で御座います。 
 現状で担当省の大臣は暫定内閣で首相が兼務
しています。 
 正式な大臣と事務次官が大統領から指名され
るのを待っている状況です。 
 
【姉妹クラブの対応について】 
 姉妹クラブであります、台湾大甲北区扶輪社
についてご報告させて頂きます。 
 
  コロナ禍により中断しておりました関係を再
開させて頂きたく、先日、李芳裕様（メリケンさ
ん）にDMを送らせて頂きました。日本語で文
章を作成し、嶋田幹事の会社の従業員でありま
す、姜雨晨に翻訳を協力して頂きました。 
  早速返信を頂きました。メリケンさんが 8月
31日より2週間日本に滞在されるということで、
9 月 7 日の例会に是非出席させてくださいとの
ことです。 
 
 まだまだコロナの影響も有り流動的ではござ
いますが、時間の許す限り皆様が楽しんで頂け
るようにしたいと思っております。 
 
 

米山奨学生の周さんに奨学金の贈呈と、ご挨拶を
いただきました。 
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プログラム 

 
◆地区セミナー報告 
●会長より 山崎真之介会長 
 7/16 土曜、フレンディア
にて 13:00～17:00 で開催
されました。 
 DEI（多様性、公平性、包
括）は、RI 会長が最も力を
入れているところであり、細淵ガバナーは地区
として最初のセミナーをDEI とし、真の学びの
場として位置付けたとのことでした。 
 セミナーははじめ全体で進められ、その後部
門に分かれて開催されました。 
 私の方では全体部分のご報告をいたします。
各部門からは全体に向けてのお話がありました。 
 
松本管理運営部門担当諮問： 
 コロナ対策にくれぐれもご注意を。 
 ロータリーの友、アーカイブが見れるように
なった。友の請求書の下部にクラブごとの IDパ
スが記載されてる。 
 
中里公共イメージ部門担当諮問： 
 田中作次バストRI会長の八潮に卓話へ行った
ら、田中さんが SAAやってた。頂点極めた人が
現役でクラブ活動に取り組んでおられる。これ
こそロータリアンのあるべき姿です。 
 
中川増強部門担当諮問： 
 地区では 25 人以上会員紹介すると表彰され
るのをご存知ですか。地区では中川さんの 33人
ほどが最高記録とのこと。 

内藤 IT委員長： 
 オンライン会議の推進とサポートの相談募集
中。ウィルスメールの注意喚起。構築中の地区
専用ネットワークの紹介。 
 その後、基調講演では田中作次さんからロー
タリークラブ活性化のための104のポイントに
ついて、うち8つを抜粋してお話がありました。
また田中さんから会場への問いの中で、夫婦で
ロータリーが 2 組おられることがわかり、非常
に高い関心と可能性を感じておられました。 
 
●副会長より 中山 晉副会長 
 本会議の内容は、山崎会
長が報告されますので、管
理運営部門の分科会の報告
をいたします。 
 分科会は、場所をリリア
の大会議室に移動して行われましたが、ここも
本会議場同様に、コロナ感染が心配になる混雑
状況でした。 
 分科会は、中村パストガバナーと岡村部門長
で、DEI についての講演がありました。 
 DEI 導入の背景として、米国の女性会員の減
少が顕著で、その対策として、初の女性RI 会長
の就任とDEI を導入することで、新しいロータ
リーを提唱し、会員増強を目指すことにあるよ
うです。 
 従来に提唱されている、ロータリーの中核的
価値観として次の 5項目を行動目標としていた 
〔親睦 Fellowship〕〔高潔性 Integrity〕〔多
様性 Diversity〕〔奉仕 Service〕〔リーダーシ
ップ Leadership〕 
 これに、DEI の精神を加えることで多様性
（Diversity）ロータリーはあらゆる人を歓迎し
ます。 



 

 5 / 10 
 

 公平さ（Equity）ロータリーは公平性を約束し
ます。 
 包括性（思いやり）（Inclusion）ロータリーは
あたたかさを感じられる環境をつくります。 
 中村パストは、これを「ロータリーの道徳」と
位置付け、運用していけば、解りやすいのではと
解説していました。 
 この解説で、DEI アレルギーがなくなり、取
り組み易くなったと感じました。 
 その後、8チームの別れ、グループディスカッ
ションを行いました。 
 各委員から、クラブの活性化やDEI の取り組
み、クラブの問題点などの意見を出し合い、発表
して分科会を終わりました。 
 
●会員増強維持部門 小林 元部門長 
【私が今回の分科会に求め
たもの】 
●各クラブの会員増強維持
に向けた成功例を伺いた
い。 
●成功例を基に自クラブに持ち帰り取り入れる
ことができるものがあれば検討したい。 
 
 １グループ１０名ほどに分かれ、セッションが
行われました。 
●自分が入会した経緯について 
仕事の関係、先輩後輩の関係、親子関係などで
入会された方ばかりで、自分から積極的に入会
された方は私のグループではいないようでした。 
●会員増強（新規入会）に向けての取り組み 

私が今回の分科会参加の最大の目的ではありま
したが、同好会の実施程度でこれといった内容
は得られなかった印象でした。 
 

●退会者の防止について 
 会員増強は新規入会だけを指しているのでは
なく既存の会員をどれだけ大切にするかという
ことも重要だというお話をいただきました。 
魅力あるクラブである為には同好会の存在が大
きいのではないかとの話もありました。 
●まとめ 
 ロータリークラブの本質は奉仕であるという
ことはゆるぎない事実であるので、そこを前面に
押し出すことはもちろんであるが、クラブの人間
関係も良好でないとクラブ内の活動や意見が活
発にならない。そのための同好会の存在は非常
に意味があるのではないかと感じました。 
 川口/鳩ヶ谷武南RCにおいても会員の皆さん
がどのようなところに魅力を感じており、会員
としていつづけているのかを明確にし、魅力ある
クラブづくりに繋げていきたいと思います。 
 
●青少年奉仕部門 嶋田悟志幹事 
 7 月 23 日 13 時 30 分点
鐘でセミナーがスタートし
ました。細淵がバナーの挨
拶、青少年奉仕部門委員長
大塚さんの挨拶、地区研修
リーダー大貫パストの挨拶がありました。 
 
 ローターアクト委員会、鳩ヶ谷シティの北條
委員長より挨拶がありました。 
 我クラブの平井会員も出向しており、また浦
和でタイ料理の店を経営してる方が委員となっ
ているため委員会の時は必ずどちらかの店舗を
使っているようです。ローターアクトの卓話が
必要であれば伺うとのことでした。浦和北ロー
ターアクト山家しおり会長より挨拶があり、ロ
ーターアクトは自立を目指すそうで、人道分担
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金、地区グローバル補助金の活用、マイロータリ
ーの登録などもすることになったとのことです。
ローターアクトは 18～30 歳まででしたが、こ
こ 1、2年で 30歳以上でもよくなったそうです
が、30歳までの時にみんな引退し、コロナ禍で
活動もできず会員も減ったそうです。 
 アクト活動している大学も獨協大学、共栄大
学、文教大学の 3 大学となったとのことです。
今年のテーマは「ボーダレスアクト」、「垣根を越
える」とういことで、地区とクラブ間、クラブ間
（他クラブ）、地区間（他地区）の垣根を越えて
いきたいとのことでした。LINE と地区全員の
Slack の導入するそうで、年次大会は 2023 年 4
月 23日に行うとのことです。 
 
 RYLA 委員会は、斉藤委員長挨拶からスター
トしました。正式名称はロータリー青少年指導
者養成プロジェクトで 12～30 歳くらいが対象
とのことです。 
 研修生の沖縄宮古島の発表があり、事前研修
2 回、2 泊 3 日の宿泊研修、修了式の様子を動
画や写真などで説明がありました。今年度テー
マ平和・環境です。行き先は決まっておりません
が、およそ 50名の募集をするそうです。 
 
 青少年交換委員会は、樋口委員長から挨拶が
ありました。2 年間コロナで活動できなかった
が、今年度は 7月末から 8月に掛けて現在 9名
の派遣候補生で 9 カ国に派遣予定で、海外から
も 8 月末から 9 名来るそうです。ROTEX の存
在が必要不可欠ではありますが、2年間海外に行
けなかったので少ないことが問題になっている
そうです。そして、今年度の派遣候補生とROTEX
の紹介があり、ドイツ、フランスの派遣報告があ
りました。 

 インターアクト委員会は、佐藤委員長から挨
拶がありました。日韓の交流事業（ホームステイ
2～3月）を30年に渡り行っていたそうですが、
コロナで 19 年度から 3 年間中止になったそう
です。12～18 歳対象で、地域単位、学校単位
（2770 は全て）で、最低年 2回は活動を行って
いるそうです。 
 大宮開成高校インターアクトから発表があり、
ボランティアマッチィング ACT、赤い羽募金、
ウクライナ人道支援募金活動など行っていて、8
月22日ヤングケアラーをテーマに年次大会を行
う予定です。 
 
●ロータリー財団部門 嶋田悟志幹事 
 大宮パレスホテルで、7月
30 日 14 時 30 分点鐘でセ
ミナーが始まりました。ロ
ータリー財団部門委員長小
山様から挨拶と地区役員の
紹介、細淵ガバナーから挨拶、地区ロータリー
財団委員長小林パストから挨拶がありました。 
 
 ポリオプラス活動をポリオプラス工藤委員長
から挨拶がありポリオ（小児まひ）撲滅までもう
少しと言う話がありました。常在国アフガニス
タン、パキスタンの 2 カ国で、5 歳以下の子供
がかかりやすく、ロンドンでも最近発症したケ
ースがあったそうです。 
 8 分の動画でポリオワーカーが働く姿があり
ました。ワクチン 1人 3ドル、全ての対象者に
接種するためには 1 億ドルかかるそうです。世
界ポリオデーは 10月 24日になります。 
 基調講演を第 1 地域ロータリー財団地域コー
ディネーターの飯村様よりありました。 
 宇都宮のロータリークラブの方です。印象に
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残った話は、恒久資金は利息のみを運用する資
金で 3.7% 、21 年間では 7.5%毎年 100 億円の
収益を上げているとのことです。世界で年間で4
億 3,000 万ドル（円で 580 億）集まっているそ
うで、日本では 2770 地区は全国で 2 番目に集
まっているそうです。 
 
 RI 日本事務局財団室についてRI 日本事務局
財団室コーディネーターの望月様から話があり
ました。世界で 6 ヶ所の RI 事務局があり、本
部がシカゴの北側エバンストンで、558 名、国
際事務局は 134 名、日本事務局は 14 名いるそ
うです。財団室には年間の問い合わせ 4,500 件
あり、寄付と認証についてが53% となっている
そうです。「寄付と認証の手引き」「財団室NEWS」
など発行しています。 
 
地区補助金の質疑応答例発表がありました。 
①同じ事業を毎年、隔年は可能か？ 
 解答として、基本は可能。事後の参加人数や
聞き取り調査などしてほしい。 
②申請段階でどこまで決まっていれば良いか？ 
 解答として、どんな目的、どこに対して、何に
使うかを明確に。 
③検討段階で考慮すべき事項があれば教えてく
ださい。 
 解答として、広報では使えないので確認及び
注意を。 
 
 2770 地区では、大口枠 8 クラブ中 4 クラブ
が採択。グローバル補助金は 7 つの分野と海外
のロータリークラブと連携が必要で 4月 1日～
30日までの申請になっています。 
 今年採択された大口枠の事例として蓮田 RC 
5,000 ドルで、現地のタイのロータリークラブ

のと連携し、財団奨学生を看護学校に行かせ、2
年分の学費を出し、2 年後大口枠をもう一度申
し込み、4年間の学費を出せるようにすると話が
ありました。 
 
 前年度の財団実績報告・PHS認証状授与では、
年次基金一人当たり 1 の平均が地区全体で、1
位川口モーニング RC、2 位鳩ヶ谷 RC。恒久基
金1クラブ1人以上で、AKF実績10,000ドル、
PHS 実績 1,000 ドル以上とお話がありました。
ちなみに当地区では 45名の PHS実績があり、
認証状授与式では梨本エレクトなど数名が授与
されていました。ちなみに今年度部門委員長の
小山様も 10,000 ドル寄付したそうです。 
 
 最後に財団奨学生体験談講話があり、財団奨
学生としてハーバード公衆衛生大学院卒業し、
現在東京医科歯科大学で働いている小川様より
お話がありました。2020 年大宮ロータリー支援
のもと勉強しに行ったそうですが、複数の論文
などつくったり、現地での話がたくさんありまし
たが、難し過ぎてうまく話せません。とにかく感
謝をしておりました。 
 セミナーを通じて財団の必要性、またお金を
集めることがポリオ撲滅や未来の人を作ってい
くために重要だと言うことがわかりました。 
 
●青少年奉仕部門（地区出向）平井利和委員長 
 今年度初めて地区・青少
年奉仕委員に出向しており
ますので、そのことを少し
お話したいと思います。 
 昨年には地区への出向が
決まっておりました。そこで少しでも慣れておこ
うと思い、12月に開催されました青少年奉仕部
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門忘年会に参加して参りました。そこには当時
の浅水諮問、栗原部門長をはじめ、各委員会ロ
ータリアン20名程と主人公でありますローテッ
クス、ローターアクト合わせて20名程の合計40
名の宴会にて顔を売ってまいりました。 
 その他、新年度が始まる以前にRYLA研修や
納会卒会、新年度アクト会長幹事顔合わせ会に
参加してまいりましたが、社会人大学生が中心
のクラブなので皆さん自立しており、ローター
アクト委員は見守り役と相談役という立場でし
ょうか。 
  
 今年度のローターアクトはコロナ禍の影響に
あり、会員の減少や大学サークルの停止状態な
どで、問題山積の船出でございます。新代表・幹
事が、スムーズなアクト運営ができますように
出来る限りの手助けができたらと思います。 
  
 今年度からアクト会員にも、年間学生5ドル、
社会人 8 ドルの人頭分担金が発生いたします。
そのことによって地区委員会への参加やグロー
バル補助金の提唱者になることが出来るなど、
ロータリークラブと対等の立場になることとな
ります。いずれは青少年奉仕部門を離れてガバ
ナー直轄組織になるのではないかとの話も出て
おりました。 
  
 余談ではございますが、昨年青少年奉仕部門
でリーダーシップを発揮され、RYLA 研修でも
大変お世話になりました栗原さんが、杉戸町長
選に無所属で出馬されました。新人 4 人の争い
だそうです。 
 ご健闘を祈りたいと思います。 
 

 
会場監督／岡田 聡 SAA委員長 

 

 

 
四つのテスト／中山 晉副会長 

 

 

 
出席報告／岡田 聡委員長 

 
会員数 21 名 
免除者数 3 名 
免除者欠席数 2 名 
メーキャップカード 1 枚 
本日の出席数 10 名 
本日の出席率 57.89% 
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ニコニコBOX報告 

 
鈴木会員  

嶋田会員  

山崎会員  

岡田会員  

 

本日合計 4,000 円 
年度累計 58,000 円 

 

次回のお題 ＜未定＞ 
 

 
次回の予定 

 
l 8/10（水）休会（定款適用・祝日週） 
l 8/17（水）例会@例会場＆Zoom 

Ø あいサポート研修 
l 8/24（水）例会@例会場＆Zoom 

Ø セミナー報告 
l 8/31（水）休会（定款適用・第 5週目） 
l 9/7（水）理事会/例会@例会場＆Zoom 

Ø クラブフォーラム 
l 9/14（水）例会@例会場＆Zoom 

Ø 卓話 
l 9/21（水）休会（定款適用・祝日週） 
l 9/28（水）夜間親睦例会（仮） 
※新型コロナの状況によっては予定の変更をす
ることもございますがご了承ください。 
 
 
 

 
今月の誕生日 

 
8/5 菅野健記会員 

8/7 間島義一会員 
8/24 中山みどり令夫人 

8/27 嶋田悟志会員 
8/31 岡田 聡会員 

8/31 斉藤京子会員 
 

 
8 月のロータリーレート 

 
133.00 円/$ 

 

【編集後記】 
 本日は急遽リモート開催となりました。 
 リアル参加、Zoom 参加の皆様お疲れさま
でした。 
 毎日暑い日が続いております。お身体の調
子を崩さぬよう皆様ご自愛ください。 

事務局 野村 
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例会風景 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 


